
  山武郡市広域水道企業団

山武郡市広域水道企業団は、昭和49年3月に7市町村（東金市・大網白里町・九十九里町・
成東町・松尾町・横芝町・蓮沼村）により設立され、給水区域内の皆様に安心で安全な水道水
を安定して供給し、環境衛生の向上、住民福祉の増進に寄与することを基本方針として運営し
てまいりました。
平成18年の市町村合併により山武市、横芝光町が誕生し、平成25年の市政施行により大網

白里市が誕生したことに伴い、現在の給水区域は東金市・山武市（成東・松尾・蓮沼地区）・
大網白里市・九十九里町・横芝光町（横芝地区）の3市2町となっています。

はじめに
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第１章 50年のあゆみ

第１節 水事情

山武地域は地勢的に、水道用の水源に恵まれないため、平野部では少量の地下水を浅井戸
により確保して利用していましたが、海水の侵入等の汚染を受けやすい環境でした。また、市
街地には既存の水道として、東金市営水道（昭和 4 年設立）・大網白里町営水道（昭和 39 年
設立）・成東町営水道（昭和 29 年設立）が存在しましたが、経済活動の著しい進展とともに
生活雑排水、産業排水及び各種農薬等によって水道用水源である河川や井戸水の汚濁が進行
するなど、公衆衛生上見逃せない状況となっていました。
このような背景から住民福祉の向上と地域の発展を図るため、生活用水として清浄で安定

した上水道を確保するための水道施設は地域住民にとって長年の願いでした。

昭和 5年当時の東金町営水道の風景

谷浄水場建設工事

           谷浄水場完成式典

第二貯水池建設工事
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第２節 設立の経緯

千葉県では、地域の生活環境の改善、公衆衛生の向上及び地域発展の基幹事業として、上水
道の普及促進が検討されていました。昭和 42 年には九十九里地域で大規模な水源調査が実施
され、その結果、表流水や地下水の利用が期待できず、利根川に水源を求めなくてはならない
との結論に達しました。

利根川からの導水は大変な難事業で、市町村レベルではとても不可能と思われましたが、
同時期に京葉工業地帯への工業用水を利根川から導水する計画が水資源開発公団（現在の水
資源機構）から提起されました。これに伴い、利根川の水の総合的な運用を図るため協議を
重ねた結果、昭和 45 年に利根川水系水資源開発基本計画の一環として、「房総導水路事業」
が施行されることとなりました。

この導水路から取水し、水道用水供給事業※1 を行うため、昭和 46 年に 「九十九里地域水道
企業団」が設立されました。この九十九里地域水道企業団から水道用水の供給を受け末端給
水事業※2 を行うため、昭和 48 年 2 月に「山武郡市広域水道企業団準備室」が発足し、昭和
49 年 3 月 27 日に東金市・大網白里町・九十九里町・成東町・松尾町・横芝町・蓮沼村の 7
市町村により「山武郡市広域水道企業団の設立に関する基本協定」が締結され、同月 31 日の
地方自治法第 284 条第 1 項に基づき、一部事務組合設立許可を得て「山武郡市広域水道企業
団」が設立されました。

※1 水道用水供給事業：河川やダムなどから取水して、水道用水を作り末端給水事業体（市や町、
一部事務組合などが経営）に対して水道用水を供給する事業

※2 末 端 給 水 事 業：水道利用者に水道水を給水する事業
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第３節 創設事業

企業団設立後、給水区域全域での早期の給水開始を目指し、昭和 49 年から昭和 54 年まで
の 6 カ年にわたる創設事業を計画し、昭和 49 年度に工事を着手しました。

この事業は、東金、大網、成東、松尾の 4 配水場の建設工事及び給水区域全域の配水管
整備工事（φ600mm～φ150mm、延長 198km)及び配水支管布設工事（φ150mm～φ50mm、
延長 630km)という膨大な計画でしたが、構成市町村及び住民の方々の多大なご協力により、
昭和 52 年 7 月 1 日には用水供給事業体である九十九里地域水道企業団からの受水による給
水が横芝町、蓮沼村の一部で開始され、昭和 54 年度には高台地区の一部を除き給水区域全域
で給水が開始されることとなりました。

また、昭和 49 年以前に東金市、大網白里町、成東町が市街地の一部で行っていた水道事業
の施設は当企業団が引き継ぎましたが、老朽化が著しく赤濁水や漏水が絶えない状況のほか
生活水準の向上による水需要の増大から水圧が不足する地区も見られたため、昭和 51 年から
既存の配水管の改良工事を開始しました。

創設事業基本計画

区 分      事業名 創設事業

認可年月日
目標年次
計画給水人口（人）
計画一日最大給水量（㎥）
計画一人一日最大給水量（L）
計画一人一日平均給水量（L）
事業費（千円）
事業期間
給水年月日

水源状況（㎥/日）

昭和 49 年 7 月 22 日
昭和 55 年

198,000
87,000

440
350

15,270,000
昭和 49 年 7 月～昭和 55 年 3 月
昭和 49 年 4 月 1 日 一部給水開始（既設区域）
昭和 55 年 4 月 1 日 全区域給水開始
東金地区既設水量 9,000
成東地区既設水量 500
九十九里地域水道企業団より受水 77,500
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■創設事業の建設状況

建設中の東金配水場

                     

                             

配水管布設替事業                     配水管整備事業      

 
事務局庁舎                       通水開始・庁舎落成記念式典
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■市・町営水道から引き継いだ水道施設（廃止当時の住所のため旧町名）

雄蛇浄水場（東金市小野）         谷浄水場（東金市東金）

  昭和33年完成・昭和60年廃止        昭和5年完成・平成3年廃止
（施設能力 800㎥/日）       （施設能力 1,300㎥/日）

小井戸浄水場（東金市松之郷）       津辺浄水場（成東町津辺）

 昭和29年完成・平成9年廃止       昭和39年完成・平成3年廃止
（施設能力 4,200㎥/日）         （施設能力 500㎥/日）

小中浄水場（大網白里町小中）
昭和44年完成・平成10年廃止

  （施設能力 1,300㎥/日）
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第４節 沿革

年 月 山武水道 主な出来事
昭和 48

49

50

51

52

53

2

3

7

4

1

3
7

11
12

3
8

山武郡市広域水道企業団準備室が発足

地方自治法第 284 条第 1 項による一部事務組合
設立許可（千葉県指令第 963 号）
東金市営水道（昭和 4 年設立）、大網白里町営水
道（昭和 39 年設立）、成東町営水道（昭和 29
年設立）を同時に合併
事務局を大網白里町大網 115-2（大網白里町役
場内）に設置
水道法第 6 条第 1 項による水道事業経営認可 （厚
生省環第 559 号）
創設事業着手

事務局を東金市東金659-1（山武郡市振興センタ
ー内）に移転

事務局を東金市松之郷2333（旧両総土地改良区
事務所内）に移転
非常用自家発電設備の設置（東金・大網・松尾配
水場）

新庁舎の建設工事に着手
創設地域の一部を給水開始
給水地域：横芝町（栗山・鳥喰新田・鳥喰上・鳥
喰下・鳥喰沼・屋形・新島・北清水）・蓮沼村（殿
下東部）
新庁舎の建設工事が完成
事務局を東金市家徳361-1に移転

四配水場遠方監視制御設備完成
直営による水質検査開始

第一次オイルショック（昭
和48.10～昭和49.8）

第二次オイルショック（昭
和53.10～昭和57.4）
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年 月 山武水道 主な出来事
昭和

平成

54

55

58

59

62

63

元

2

3

4

6

4

3
4

3

3

6

12

10

4

7

4

2

3
8

配水管整備事業着手

創設事業工事完成
全区域に給水開始

配水管整備事業完了

設立10周年を迎える

利根川水系上流ダムの貯水量低下による給水制
限を実施（渇水：給水制限 最大30％）
千葉県東方沖地震（水道施設に甚大な被害を受け
る）
・河川への重油流出により水道用水供給事業体
からの送水が停止されたため全域断水

開発負担金制度導入

水道料金改定【平均改定率約6％】

利根川水系上流ダムの貯水量低下による給水制
限を実施（渇水：給水制限 最大20%）

水道料金徴収事務民間委託開始
上下水道オンラインシステム稼働

「長期事業計画」を策定

設立20周年を迎える
利根川水系上流ダムの貯水量低下による給水制
限を実施（渇水：給水制限 最大30％）

千葉県東方沖地震（震度5）
の発生（昭和62.12）

消費税3％導入（平成元.4）
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  山武郡市広域水道企業団

山武郡市広域水道企業団は、昭和49年3月に7市町村（東金市・大網白里町・九十九里町・
成東町・松尾町・横芝町・蓮沼村）により設立され、給水区域内の皆様に安心で安全な水道水
を安定して供給し、環境衛生の向上、住民福祉の増進に寄与することを基本方針として運営し
てまいりました。
平成18年の市町村合併により山武市、横芝光町が誕生し、平成25年の市政施行により大網

白里市が誕生したことに伴い、現在の給水区域は東金市・山武市（成東・松尾・蓮沼地区）・
大網白里市・九十九里町・横芝光町（横芝地区）の3市2町となっています。

はじめに

1

年 月 山武水道 主な出来事
昭和

平成

54

55

58

59

62

63

元

2

3

4

6

4

3
4

3

3

6

12

10

4

7

4

2

3
8

配水管整備事業着手

創設事業工事完成
全区域に給水開始

配水管整備事業完了

設立10周年を迎える

利根川水系上流ダムの貯水量低下による給水制
限を実施（渇水：給水制限 最大30％）
千葉県東方沖地震（水道施設に甚大な被害を受け
る）
・河川への重油流出により水道用水供給事業体
からの送水が停止されたため全域断水

開発負担金制度導入

水道料金改定【平均改定率約6％】

利根川水系上流ダムの貯水量低下による給水制
限を実施（渇水：給水制限 最大20%）

水道料金徴収事務民間委託開始
上下水道オンラインシステム稼働

「長期事業計画」を策定

設立20周年を迎える
利根川水系上流ダムの貯水量低下による給水制
限を実施（渇水：給水制限 最大30％）

千葉県東方沖地震（震度5）
の発生（昭和62.12）

消費税3％導入（平成元.4）
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年 月 山武水道 主な出来事
平成 7

8

12

13

14

15

16

17

18

1
  

3

8

3
4

2

1

9
10

4

3
10

4

3

阪神・淡路大震災被災地へ応急給水のため職員及
び給水車の派遣（23日間）
・人員8名（延べ58人）・給水車（2t）1台
消毒剤を塩素から次亜塩素酸ナトリウムに変更

利根川水系上流ダムの貯水量低下による給水制
限を実施（渇水：給水制限 最大30％）

東金配水場遠方監視制御設備更新
水道料金改定【平均改定率約19％】
（逓増従量料金制の導入）

「水道事業基本計画」を策定

企業団における「災害対策実施計画」（平成13年
10月策定）に基づく水道災害対策訓練を実施
石綿セメント管路更新事業着手
企業団ホームページ開設

お客様センターを東金市東上宿12-13に開設

設立30周年を迎える
水道資器材備蓄倉庫（東金配水場内）が完成

事務局用地を東金市家徳361-8に変更登記

管路情報システム運用開始
「後期水道事業5か年計画」を策定
成東町、山武町、松尾町及び蓮沼村が合併し山武
市に、横芝町及び光町が合併し横芝光町となる（2
市3町の構成となる）

阪神・淡路大震災（震度7）
の発生（平成7.1）

消費税が3％から5％に増
税（平成9.4）

新潟県中越地震（震度7）の
発生（平成16.10）

第 1 章 50 年のあゆみ
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  山武郡市広域水道企業団

山武郡市広域水道企業団は、昭和49年3月に7市町村（東金市・大網白里町・九十九里町・
成東町・松尾町・横芝町・蓮沼村）により設立され、給水区域内の皆様に安心で安全な水道水
を安定して供給し、環境衛生の向上、住民福祉の増進に寄与することを基本方針として運営し
てまいりました。
平成18年の市町村合併により山武市、横芝光町が誕生し、平成25年の市政施行により大網

白里市が誕生したことに伴い、現在の給水区域は東金市・山武市（成東・松尾・蓮沼地区）・
大網白里市・九十九里町・横芝光町（横芝地区）の3市2町となっています。

はじめに

1

年 月 山武水道 主な出来事
平成

令和

22

23

25

26

27

28

30

元

12

3

8

12

1

3

6
9

3

10

3
10

9

「地域水道ビジョン2010」を策定

東日本大震災（水道施設に甚大な被害を受ける）
・配水管の破損等のため山武市及び横芝光町で
断減水
水道料金コンビニ収納開始
料金徴収システム運用開始
「中期経営計画」を策定

大網白里町が市制施行し大網白里市となる
（3市2町の構成となる）

設立40周年を迎える

石綿セメント管路更新事業完成
重要給水施設配水管耐震化事業着手
県内水道の統合・広域化の進め方（取組方針）を
県が公表

「中長期経営プラン2016」を策定
九十九里地域末端給水事業で「県内水道の統合・
広域化の進め方に係る九十九里地域水道事業体
会議」を設置し、検討開始
基幹管路配水管耐震化事業着手

「水安全計画」を策定
配水場施設耐震化計画着手

房総半島台風
・水道用水供給事業体施設の停電により送水が
停止されたため全域断水

東日本大震災（震度7）の発
生（平成23.3）

消費税が5％から8％に増
税（平成26.4）

熊本地震（震度7）の発生
（平成28.4）

平成30年北海道胆振東部
地震（震度7）の発生（平成
30.9）
房総半島台風の発生（令和
元.9）

第 1章 50 年のあゆみ
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  山武郡市広域水道企業団

山武郡市広域水道企業団は、昭和49年3月に7市町村（東金市・大網白里町・九十九里町・
成東町・松尾町・横芝町・蓮沼村）により設立され、給水区域内の皆様に安心で安全な水道水
を安定して供給し、環境衛生の向上、住民福祉の増進に寄与することを基本方針として運営し
てまいりました。
平成18年の市町村合併により山武市、横芝光町が誕生し、平成25年の市政施行により大網

白里市が誕生したことに伴い、現在の給水区域は東金市・山武市（成東・松尾・蓮沼地区）・
大網白里市・九十九里町・横芝光町（横芝地区）の3市2町となっています。

はじめに

1

年 月 山武水道 主な出来事
平成

令和

22

23

25

26

27

28

30

元

12

3

8

12

1

3

6
9

3

10

3
10

9

「地域水道ビジョン2010」を策定

東日本大震災（水道施設に甚大な被害を受ける）
・配水管の破損等のため山武市及び横芝光町で
断減水
水道料金コンビニ収納開始
料金徴収システム運用開始
「中期経営計画」を策定

大網白里町が市制施行し大網白里市となる
（3市2町の構成となる）

設立40周年を迎える

石綿セメント管路更新事業完成
重要給水施設配水管耐震化事業着手
県内水道の統合・広域化の進め方（取組方針）を
県が公表

「中長期経営プラン2016」を策定
九十九里地域末端給水事業で「県内水道の統合・
広域化の進め方に係る九十九里地域水道事業体
会議」を設置し、検討開始
基幹管路配水管耐震化事業着手

「水安全計画」を策定
配水場施設耐震化計画着手

房総半島台風
・水道用水供給事業体施設の停電により送水が
停止されたため全域断水

東日本大震災（震度7）の発
生（平成23.3）

消費税が5％から8％に増
税（平成26.4）

熊本地震（震度7）の発生
（平成28.4）

平成30年北海道胆振東部
地震（震度7）の発生（平成
30.9）
房総半島台風の発生（令和
元.9）

第 1章 50 年のあゆみ

11

      年 月 山武水道 主な出来事
令和 元

4

5

6

10

6

9

1

3

東日本台風被災地へ応急給水のため職員及び給
水車の派遣（6日間）
・人員4名（延べ16人）・給水車（2t）1台・給水
袋400枚

マスコットキャラクター「さんすいちゃん」を商
標登録

水道料金スマートフォン収納開始

能登半島地震被災地へ応急給水活動支援のため
組立式給水タンクを貸与
・人員2名（タンクの運搬）・組立式給水タンク（1
㎥）2台
非常用自家発電機の設置（事務局庁舎）
設立50周年を迎える

消費税が8％から10％に増
税（令和元.10）

千葉県が誕生150周年を迎
える（令和5.6）
令和6年能登半島地震（震
度7）の発生（令和6.1）
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  山武郡市広域水道企業団

山武郡市広域水道企業団は、昭和49年3月に7市町村（東金市・大網白里町・九十九里町・
成東町・松尾町・横芝町・蓮沼村）により設立され、給水区域内の皆様に安心で安全な水道水
を安定して供給し、環境衛生の向上、住民福祉の増進に寄与することを基本方針として運営し
てまいりました。
平成18年の市町村合併により山武市、横芝光町が誕生し、平成25年の市政施行により大網

白里市が誕生したことに伴い、現在の給水区域は東金市・山武市（成東・松尾・蓮沼地区）・
大網白里市・九十九里町・横芝光町（横芝地区）の3市2町となっています。

はじめに

1

第５節 災害を教訓とした取組

1 被害状況

■千葉県東方沖地震
昭和62年12月17日11時8分、千葉県東方沖を震源とするマグニチュード6.7の地震が発生

し千葉市、勝浦市、銚子市で震度5を観測しました。
地震による水道施設の破損等に加え、栗山川への重油流出（二次災害）により、水道用

水供給事業体である九十九里地域水道企業団の取水が停止した影響で、給水区域全域が断
水となり復旧までに約7日間かかりました。

【断水区域】給水区域全域
【断水戸数】東 金 市：約11,000戸 大網白里町：約8,000戸

九十九里町：約5,000戸   成 東 町：約5,000戸
横 芝 町：約3,000戸   松 尾 町：約2,000戸
蓮 沼 村：約900戸

【断水期間】12月17日から12月23日まで

■東日本大震災
平成23年3月11日14時46分、三陸沖を震源とするマグニチュード9.0の東北地方太平洋

沖地震が発生し、太平洋沿岸部を巨大な津波が襲い甚大な被害をもたらしました。
給水区域内で最大震度5強を観測し、企業団の主要な配水管等や九十九里地域水道企業

団の送水管の破損に加え、停電により光浄水場の運転が停止した影響で山武市と横芝光町
の全域にわたって断減水となり復旧までに約5日間かかりました。

【断水区域】山武市及び横芝光町
【断水戸数】山武市：約11,000戸  横芝光町：約3,000戸
【断水期間】3月11日から3月15日まで

応急給水活動        応急給水活動          破損した配水管
（山武市役所）            （横芝光町役場）     （山武市和田地先）
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  山武郡市広域水道企業団

山武郡市広域水道企業団は、昭和49年3月に7市町村（東金市・大網白里町・九十九里町・
成東町・松尾町・横芝町・蓮沼村）により設立され、給水区域内の皆様に安心で安全な水道水
を安定して供給し、環境衛生の向上、住民福祉の増進に寄与することを基本方針として運営し
てまいりました。
平成18年の市町村合併により山武市、横芝光町が誕生し、平成25年の市政施行により大網

白里市が誕生したことに伴い、現在の給水区域は東金市・山武市（成東・松尾・蓮沼地区）・
大網白里市・九十九里町・横芝光町（横芝地区）の3市2町となっています。

はじめに

1

第５節 災害を教訓とした取組

1 被害状況

■千葉県東方沖地震
昭和62年12月17日11時8分、千葉県東方沖を震源とするマグニチュード6.7の地震が発生

し千葉市、勝浦市、銚子市で震度5を観測しました。
地震による水道施設の破損等に加え、栗山川への重油流出（二次災害）により、水道用

水供給事業体である九十九里地域水道企業団の取水が停止した影響で、給水区域全域が断
水となり復旧までに約7日間かかりました。

【断水区域】給水区域全域
【断水戸数】東 金 市：約11,000戸 大網白里町：約8,000戸

九十九里町：約5,000戸   成 東 町：約5,000戸
横 芝 町：約3,000戸   松 尾 町：約2,000戸
蓮 沼 村：約900戸

【断水期間】12月17日から12月23日まで

■東日本大震災
平成23年3月11日14時46分、三陸沖を震源とするマグニチュード9.0の東北地方太平洋

沖地震が発生し、太平洋沿岸部を巨大な津波が襲い甚大な被害をもたらしました。
給水区域内で最大震度5強を観測し、企業団の主要な配水管等や九十九里地域水道企業

団の送水管の破損に加え、停電により光浄水場の運転が停止した影響で山武市と横芝光町
の全域にわたって断減水となり復旧までに約5日間かかりました。

【断水区域】山武市及び横芝光町
【断水戸数】山武市：約11,000戸  横芝光町：約3,000戸
【断水期間】3月11日から3月15日まで

応急給水活動        応急給水活動          破損した配水管
（山武市役所）            （横芝光町役場）     （山武市和田地先）
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■令和元年房総半島台風
令和元年9月9日、「非常に強い」勢力を保ったまま千葉市に上陸した台風の影響により、

千葉県で最大64万戸が停電し完全に復旧するまでに19日間かかりました。
九十九里地域水道企業団の浄水場への電力供給が途絶え送水が停止した影響で、給水区

域全域が断水となり、復旧までに約3日間かかりました。

【断水区域】給水区域全域
【断水戸数】東 金 市：約25,000戸  山 武 市：約11,000戸

大網白里市：約19,000戸  九十九里町：約6,000戸
横 芝 光 町：約 4,000戸

【断水期間】9月9日から9月11日まで

応急給水活動

第 1 章 50 年のあゆみ
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  山武郡市広域水道企業団

山武郡市広域水道企業団は、昭和49年3月に7市町村（東金市・大網白里町・九十九里町・
成東町・松尾町・横芝町・蓮沼村）により設立され、給水区域内の皆様に安心で安全な水道水
を安定して供給し、環境衛生の向上、住民福祉の増進に寄与することを基本方針として運営し
てまいりました。
平成18年の市町村合併により山武市、横芝光町が誕生し、平成25年の市政施行により大網

白里市が誕生したことに伴い、現在の給水区域は東金市・山武市（成東・松尾・蓮沼地区）・
大網白里市・九十九里町・横芝光町（横芝地区）の3市2町となっています。

はじめに

1

２ 災害に備えて

これまで経験した災害を教訓に、通常時はもとより災害時における効率的な水運用を図る
ため、老朽化した水道施設の更新や設備の改修と併せて計画的に耐震化を実施しています。

■配水施設の更新及び耐震化
  災害時においても効率的な水運用を図るため、各配水場には地震動レベル2※に対応した

配水池が1池以上あります。その中でも、令和元年度にステンレス鋼で築造した松尾配水場
3号配水池が最も新しい施設です。

  創設期に建設した施設は、経年劣化により老朽化が進み更新時期を迎えているため、設
備状況や故障具合などを考慮し、優先順位を決め費用の平準化を図りながら、延命を主体
とした大規模改修や点検整備を行うこととしています。

松尾配水場 3 号配水池築造工事
（令和元年度）

東金配水場 4 号配水池内面補修塗装工事
（令和 4 年度）

東金配水場遠方監視制御設備更新
（令和 5 年度）
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■配水場場内連絡管更新事業
配水場場内連絡管更新事業では、水道施設の心臓部ともいえる配水場内の連絡管を耐震

化することで、災害に強い水道施設の構築を目指しています。
松尾配水場は令和2年度に更新工事が完成し、東金配水場は令和6年度の完成に向け工事

を進めています。

■非常用自家発電設備
配水場からお客様への配水方式は、約 9 割が電力を必要としない自然流下方式ですが、

残りの約 1割は電力を必要とするポンプ圧送方式で高台地区へ配水しています。
そのため、災害等による長時間の停電に耐えられるよう各配水場には非常用自家発電設

備（写真参考：P22）が備えられており、72時間（3日間）の稼働が可能となっています。
また、災害時に対策本部となる事務局庁舎にも同様に非常用自家発電設備が備えられて

います。

松尾配水場（令和 2年度） 東金配水場（令和 6年度）

事務局庁舎 非常用自家発電設備（令和 5年度）
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はじめに

1

■管路の耐震化
基幹管路耐震化事業
基幹管路とは、水道水を供給する上で最も重要な管路で、被害を受けると給水に甚大な

影響を及ぼすことから、優先的に耐震化を進めることとしています。
創設から40年を経過している口径350mm以

上の配水管42.5㎞を平成28年度から令和27年
度までの30年間で耐震管に更新する計画と
しています。令和5年度末までに16.8kmの管
路の耐震化を実施し、計画策定前に耐震化さ
れていた管路や耐震適合性のある管を含めた
耐震適合管率は98.4％で、これは全国平均の
42.3％（令和4年度末）よりも高い数値となっ
ています。

重要給水施設配水管耐震化事業
重要給水施設配水管とは、災害が発生した際に避難所となる公共施設や主要病院等の重

要施設への配水管です。避難所や主要病院が断水となるとお客様に与える影響が大きいこ
とから基幹管路と同様に優先的に耐震化を進めています。
給水区域内151箇所（令和5年度末）の重要給水施設への配水管162.1kmについて、平成

27年度から令和31年度までの35年間で耐震管に更新する計画としており、令和5年度末ま
でに23箇所12.5kmの管路の耐震化を行い、計画策定前に耐震化されていた管路を含めて
30.6％が耐震化されています。

■水道資器材備蓄倉庫
平成7年1月17日に発生した阪神・淡路大震災において兵庫県が受けたライフラインの壊

滅的な被害を教訓に、東金配水場内に水道資器材備蓄倉庫を建設し、災害時の応急復旧用
水道資器材及び応急給水用器材の備蓄を行い、緊急の事態に備えています。

第 1章 50 年のあゆみ
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■給水車・応急給水タンク・応急給水袋
現在、企業団では給水車2台、組立式の応急給水タンク5台及び応急給水袋を約6,000枚

保有しており、大規模災害だけではなく漏水等による断水時にも利用できるよう準備をし
ています。

給水車2台のうち1台は、平成5年から令和2
年までの27年間、阪神・淡路大震災や東日本
大震災、令和元年房総半島台風等で活躍して
きましたが、老朽化により令和3年度に更新
しました。

組立式応急給水タンクは、通常時は水道資器材備蓄倉庫に畳んで保管しており、災害時は
組み立てて使用します。広範囲で断水になった際には、複数の給水所に設置することがで
き、より多くのお客様へ効率的に給水できます。

応急給水袋は容量6Ｌで付属の紐を活用するとリュックのように背負うことができ、持ち
運ぶのに便利な仕様になっています。また、使用後にすすぎ洗いをすることで衛生的に繰り
返し使用することができます。

組立式応急給水タンク 応急給水袋

給水車 （令和３年度更新）
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はじめに

1

■各種訓練
災害時の初期活動を迅速に行うため、災害対策実施計画及び災害対策活動マニュアルを

整備し、情報伝達、職員参集、非常用電源確保、無線通信、資器材搬出及び応急給水等の訓
練を毎年実施するとともに、構成市町の総合防災訓練にも参加し応急給水訓練等を住民の
皆様と行っています。
また、関係団体及び民間事業者と災害時における復旧体制の連携強化を図っています。

応急給水訓練

資器材搬出訓練非常用電源確保訓練

大網白里市での総合防災訓練

第 1章 50 年のあゆみ

19


